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【風景と人間の関係について】 
前回紹介した中村雄二郎「共通

感覚論」の続きになりますが、彼

はこの本で、こういう面白いこと

も言っています。「風景を色彩に分

解する印象派の外光描写を超えて、

セザンヌは体性感覚を重要視し、

盲人のように風景を描いた。それ

というのも、印象派の外光描写に

よっては、自然の持つ生命そのも

のには触れえないことに気付いた

からである」と。 
視覚と触覚という話で、大昔の

人間は触覚を重視していたのが、

視覚を重視するようになり自然と

人間が対立する構図となったとい

う話を前回書きました。 
ついでに言うと、風景学の大家

ｵｷﾞｭｽﾀﾝ･ﾍﾞﾙｸは、「原風景」ならず

「元風景」という言葉の定義の中

で、風景として認識される前の「環

境」とほぼ同義語であるものとし

て「元風景」というものをとらえ、

これは、目の前、身の回りに存在

していても視覚的な風景という認

識を持つ以前の姿として、これは、

視覚によって理解されるものでな

く、体全体で認識されるものとい

うようなことを書いています。 
日本の風景画家、ではありませ

んが、奥の細道の作者松尾芭蕉の

「閑さや岩にしみいる蝉の声」の

ような、照りつける夏の暑さを表

現する蝉の声、体感的な暑さ、そ

して蝉の声を受けた閑さという音

の世界、岩の持つごつごつした感

触、これらが一つの風景として世

界を構築していますが、ゴーギャ

ンが描こうとしている風景は、ま

さしく、このような風景のような

気がします。 
芭蕉も当然、その風景は目で見

て視覚によるところもありますが、

あくまでも目に見えている風景と

いうものは客観的なレベルにとど

まり、暑く、でも、さわやかな風

の吹く皮膚の感触と、蝉の声とい

う音の存在を優位にとらえ、これ

を「岩にしみ入る」という視覚的

な表現に還元しているというとこ

ろがすごいのかなあと、改めて思

い知らされます。「しみ込む」とい

う視覚を、音や肌の触覚としてと

らえていると。 
セザンヌの絵の話をぶり返すと、

彼の有名な作品「ｾﾝﾄ･ﾋﾞｸﾄｰﾙ山」

の風景画は、視覚、聴覚、触覚等

の五感を総動員して理解しようと

努め、それを、「心」の表現として

描いたのであろうということが考

えられます。いわば、「心象風景」

をそこに存在する風景として描い

たということではないでしょうか。

（と、簡単には決めつけられない

とは思いますが、とりあえず、こ

こではそういうことで） 
 
さてさて、以前、カメラをｵﾘﾝﾊﾟ

ｽ･ﾍﾟﾝに買い替えた時に、風景を写

し取るのではなく、風景を描くた

めのカメラということを書きまし

た。とても芸術家というわけには

いかないのですが、見ているもの

を客観的にみるというのでなく

（客観的とは光学的にということ

か）、自分の風景に対する解釈、あ

るいは感動というものを表現する

ということでしたが、風景の見方

というものは、そんなところにポ

イントがあるのかもしれません。 

つまり、風景は視覚的に客観的

なものとしてとらえるのは間違っ

ており、ベルクのいう「元風景」

を捉える必要があり、それは、単

純な視覚的なものではなく、五感

的なものの総合としての「環境」

を受け取ることであると。そして、

その受け取られた「元風景（環境）」

を心象風景として表現することで、

はじめてその風景を表現したこと

になると。 
 
風景カメラマンや、映画のシー

ンとして描かれる風景を撮るカメ

ラマン。静的、動的な違いはあり

ますが、どちらも、その風景の存

在を、意味あるものとして描いて

いることには間違いありません。

現場写真と、風景写真の違いは、

何度も言うように、「美しい現場写

真」が風景写真ではなく、その場

の本来の姿、あるいは有り様を写

した写真が風景写真であるという

こと、その本来の姿というものは、

客観的な存在ではなく、極めて主

観的なものであり、かつその主観

というものには、個人の特異なも

のではなく、芭蕉の句を多くの

人々が理解できるように、人々が

共通に持つ感覚「共通感覚」とい

うものが存在すると。 
     【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第25号) 
前回の「共通感覚論」から、今回は、セザンヌという脱印象派を試みた画家の話

に展開してしまいました。ともかく、「風景」というものは、奥深いものであり、どこま
でいっても、なかなかつかみどころがない、でも、なにか人間の本質的なものを持
っている存在のような気がしてきました。 

中村雄二郎の「共通感覚論」から、「セザンヌの画」に発展して 

 


